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本
書
は
、
大
著
『
中
園
古
代
帝
園
の
形
成
1

1特
に
そ
の
成
立
の
基
礎
候
件

|
|
』
(
一
九
六
五
年
)
に
よ
っ
て
中
園
古
代
史
研
究
に
大
い
な
る
貢
献
を
さ
れ

た
故
木
村
正
雄
氏
が
、
六

0
年
代
後
学
か
ら
七

0
年
代
初
め
に
か
け
て
妥
表
し

た一

連
の
古
代
農
民
叛
凱
に
関
す
る
論
稿
を
ま
と
め
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
成
立
経
過
に
つ
い
て
は
、
田
中
正
美
、
鶴
見
向
弘
、
多
国
指
介
三
氏
の

連
名
に
よ
る
「
編
輯
後
記
」
に
、
著
者
に
射
す
る
敬
首
相
の
念
と
共
に
記
さ
れ
て

い
る
。
本
書
の
構
成
も
編
者
苦
心
の
存
す
る
所
で
、
農
民
叛
飢
に
関
す
る
論
稿

を
第
二
篤
と
し
て
構
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
理
解
に
資
す
る
と
い
う
目
的
で
、

古
代
史
に
関
す
る
著
者
濁
自
の
理
論
的
見
解
を
盛
っ
た
論
稿
を
第
一
篇
と
し
て

配
し
て
い
る
。
以
下
、
ま
ず
本
書
の
構
成
と
内
容
の
概
略
を
一不
す
た
め
に
章
自

を
列
摩
し
、
順
次
紹
介
と
若
干
の
感
想
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
篇

第

一
章
中
園
古
代
専
制
主
義
の
基
礎
僚
件

第

二

章

漢
代
に
お
け
る
第
二
次
農
地
の
形
成
と
樹
填
|
|
特
に
関
東
を
中

心
と
し
て

l
l

第
二
篇

第

一
章
秦
末
の
諸
叛
飢
|
|
特
に
陳
時
四
集
圏
の
性
格
と
機
能
を
め
ぐ
っ
て

第
二
章
前
後
漢
交
替
期
の
農
民
叛
鰍
ー
ー
そ
の
展
開
過
程
|
|

第
三
掌
雨
漢
交
替
期
の
豪
族
叛
飢
1
1
瞬
議
集
幽
と
公
孫
述
集
園
1

l

第
四
章
劉
永
集
園
の
形
成
と
展
開

第
五
章
黄
巾
の
坂
蹴

こ
の
あ
と
、
「
本
著
に
よ
せ
て
」
(
西
嶋
定
生
)
、
「
木
村
正
雄
先
生
略
年
譜
」
、

「
木
村
正
雄
先
生
著
作
目
録
」
、
「
編
輯
後
記
」
と
績
き
、
索
引
並
び
に
前
後
漢

郡
図
聞
の
折
込
地
闘
二
葉
を
附
す
。

第
一
篇
第
一
章
は
、
前
者
『
中
園
古
代
帝
園
の
形
成
』
の
第
一
章
「
総
論
」

と

「中
園
古
代
専
制
主
義
の
基
礎
候
件
」
(
『
居
住
史
曲学研
究
』
二
二
九
続
、
一
九

五
九
年
)
よ
り
成
り、

後
者
の
タ
イ
ト
ル
は
章
名
と
し
て
、
内
容
は
補
論
と
し

て
採
ら
れ
て
い
る
。
第
二
章
は
、

『
史
間学研
究
』
二
六
続
(
一
九
六

O
年〉

に

設
表
さ
れ
た
論
稿
を
同
名
の
ま
ま
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第

一
篇
は
前

述
の
如
く
本
当
の
「
導
論
」
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

す
で
に
前
者
の
中

で
詳
し
く
展
開
さ
れ
た
著
者
の
古
代
史
に
関
す
る
基
礎
理
論
の
要
約
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
あ
る
。
前
著
に
つ
い
て
は
す
で
に
影
山
剛
(
『
歴
史
皐
研
究
』

三

一
一一
一
競
)
、
尾
形
勇
(
『
史
翠
雑
誌
』
七
五
|
四
〉
雨
氏
、
か
紹
介
の
努
を
と
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
論
第
二
篇
の
理
解
に
必
要
な
限
り
で
の
要
約
を
行
う
に

と
ど
め
た
い
。

第

一
篇
第
一
章
に
お
い
て
著
者
は
、
中
園
古
代
の
基
本
的
生
産
関
係
を
「
斉

民
制
」
と
い
う
奴
隷
制
の
特
殊
な
型
態
|
|
古
代
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
労

働
力
と
し
て
の
一
般
農
民
リ
費
民
に
封
し
、
園
家
は
一
種
の
私
有
地
た
る
標
準

百
畝
の
民
田
の
私
有
を
認
め
た
が
、
そ
れ
は
言
葉
の
全
き
意
味
で
の
私
有
地
で
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は
な
く
、
用
金
税
と
も
い
う
べ
き
田
租
の
徴
的
世
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う

に
、
図
家
に
よ
っ
て
分
輿
さ
れ
た
性
絡
の
も
の
で
、
民
団
所
有
者
た
る
一
般
農

民
は
本
籍
主
義
に
よ
る
人
口
の
把
握
、
人
頭
的
税
役
制
度
に
よ
っ
て
圏
家
に
隷

属
し
、
濁
自
な
生
産
鐙
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
鐙
制
ー
ー
と
し
て
捉
え

る
。
か
か
る
生
産
関
係
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
乾
燥
と
洪
水
と
い
う
華
北
の
自

然
篠
件
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
春
秋
時
代
ま
で
は
自
然
に
洪
水
が
避
け
ら
れ
、
自

然
に
港
紙
可
能
な
部
分
だ
け
が
農
地
と
な
り
得
た
。
著
者
は
こ
れ
を
第
一
次
農

地
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
は
自
然
保
件
の
繁
化
、
治
水
水
利
技
術
の
進
歩
が
な
い
限

り
機
大
の
見
込
み
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
春
秩
中
期
以
降
、
鍛
器
の
普
及
、

土
木
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
大
規
模
か
つ
人
魚
的
な
治
水
水
利
機
構

A

か
作
ら

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
第
一
次
農
地
の
外
延
に
或
い
は
ま
っ
た
く
新
し
い
地
域
に

農
地
が
形
成
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
が
第
二
衣
農
地
〈
第
二
篇
で
は
典
型
的
な
第

二
女
農
地
を
河
北
卒
野
、
准
河
流
域
卒
野
、
清
水
盆
地
、
南
陽
郡
の
一
部
と
す

る
)
で
あ
る
。
中
央
集
権
的
帝
図
的
統
一
は
ま
さ
に
こ
の
第
二
衣
食
地
の
形
成

に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
新
豚
が
設
置
さ
れ
、
大
規
模
な
徒
民
、

計
口
授
田
が
古
代
帝
圏
構
力
に
よ
っ
て
貧
絡
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
治
水
水
利
機

構
は
園
家
権
力
に
よ
っ
て
支
配
・
掌
握
さ
れ
た
か
ら
、
農
民
は
園
家
に
依
存
す

る
こ
と
に
な
り
、
逆
に
園
家
は
農
民
を
支
配
し
得
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
古
代

史
は
、
王
朝
末
期
の
政
治
の
類
段
、
統
一
政
権
の
崩
壊
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
治
水
水
利
機
構
の
老
衰
、
廃
紹
か
ら
第
二
次
農
地
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の

低
下
ひ
い
て
は
蝉
剛
健
の
愛
生
、
人
口
激
減
に
よ
っ
て
新
燃
は
崩
壊
し
、
由
同汎
な

農
民
坂
飢
が
愛
生
す
る
と
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
、
と
著
者
は
言

〉
勺
〆
。
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第
二
章
は
、
関
東
第
二
次
農
地
の
形
成
と
崩
壊
過
程
を
前
漢
一
代
を
通
し
て

述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
過
程
を
三
つ
に
劉
期
す
る
。
一
期
は
、
高
租
か
ら
景
帝

末
年
に
至
る
、
秦
末
諸
叛
鼠
の
結
果
荒
廃
し
た
治
水
水
利
機
構
の
復
興
、
第
二

次
農
地
の
確
保
に
努
め
た
時
期
で
、
文
帝
期
の
石
隠
に
よ
る
治
水
、
景
帝
期
の

第
二
次
農
地
へ
の
民
の
移
住
の
奨
励
な
ど
に
よ
っ
て
、
且
京
帝
期
に
は
一
度
の
河

決
も
な
く
、
治
水
水
利
機
構
が
確
保
さ
れ
人
口
も
漸
増
し
た
。
二
期
は
、
武
帝

初
め
か
ら
宣
帝
末
年
に
至
る
約
八

0
年
聞
で
、
治
水
水
利
機
構
は
河
底
の
高
ま

り
に
よ
っ
て
老
衰
化
し
、
し
ば
し
ば
隈
防
の
決
壊
を
み
た
が
、
屯
氏
河
の
分
流

に
よ
っ
て
一冗
帝
期
ま
で
は
洪
水
の
害
が
少
く
な
り
、
第
二
次
農
地
も
か
ろ
う
じ

て
確
保
さ
れ
た
。
三
期
は
、
一
冗
帝
初
年
か
ら
王
葬
末
に
至
る
期
開
で
、
元
帝
期

の
屯
氏
河
社
紹
、
儒
家
の
天
諸
説
に
も
と
づ
く
「
修
政
放
置
論
」
や
財
政
窮
迫

な
ど
に
よ
る
治
河
放
置
に
よ
っ
て
関
東
の
治
水
水
利
機
構
し
た
が
っ
て
第
二
次

農
地
は
決
定
的
に
騎
漉
す
る
。
第
二
次
農
地
の
鼠
纏
は
農
民
を
流
亡
化
さ
せ
、

農
民
叛
飢
の
愛
生
を
必
然
化
し
た
、
と
結
ぶ
。

第
二
篇
は
目
次
で
示
し
た
如
く
、
秦
末
か
ら
後
漢
末
ま
で
の
農
民
・
豪
族
叛

凱
そ
れ
ぞ
れ
の
展
開
過
程
、
集
圏
の
構
造
、
性
格
、
機
能
に
つ
い
て
検
討
し
た

諸
論
稿
を
全
五
章
に
配
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
第
一

章
は
、
秦
末
各
地
に
蜂
起
し
た
諸
叛
飢
集
闘
の
成
立
と
展
開
に
つ

い
て
、
特
に
陳
勝
集
閣
の
性
格
と
機
能
に
焦
黙
を
嘗
て
な
が
ら
詳
細
に
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
陳
勝
集
圏
は
農
民
叛
飢
集
圏
で
あ
っ
た
」
と
い

う
「
通
読
」
を
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
掲
げ
、
骨
園
初
か
ら
陳
勝
集
圏
に

属
し
て
い
た
と
著
者
が
考
え
る
二
二
名
の
出
身
豚
の
新
蓄
や
枇
曾
経
済
的
地
位

の
検
討
、
「
夜
間
左
」
・「
諮
成
」
の
考
察
、
そ
の
構
造
的
特
質
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
他
の
叛
蹴
集
圏
と
の
比
較
を
踏
ま
え
て
、
陳
勝
集
闘
が
貧
民
の
叛
鋭

集
圏
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
ば
か
り
か
、
ま
し
て
少
年
・
客
・
亡
命
な
ど
地

妓
の
生
産
集
固
か
ら
疎
外
さ
れ
た
特
殊
な
人
々
の
集
閣
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な

く
、
「
極
め
て
普
通
な
湾
民
、
編
戸
の
民
、
閣
里
を
形
成
し
た
父
老
子
弟
の
集
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圃
で
」
あ
り
、

「
こ
の
叛
飢
は
全
く
普
通
の
農
民
叛
慌
で
あ
っ
た
」
と
判
定
し

て
い
る
。
叉
、
秦
末
諸
集
闘
に
共
通
す
る
要
素
と
し
て
、
秦
の
専
制
支
配
を
打

倒
し
、
嘗
時
の
支
配
方
式
と
し
て
他
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
帝
園
的
中
央
集
権

的
専
制
主
義
支
配
を
、
自
ら
或
い
は
遁
首
な
人
物
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
再

生
産
す
る
と
こ
ろ
に
諸
集
幽
の
目
標
が
必
然
化
さ
れ
た
こ
と
を
奉
げ
、
陳
帥
間
集

圏
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
雨
漢
交
替
期
の
豪
族
叛
飢
と
同
様
な
機
能
を
果
し
、

所
在
冠
録
し
た
農
民
叛
飢
と
は
異
な
る
性
格
を
有
す
る
と
の
指
摘
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
秦
末
の
時
黙
で
は
未
だ
第
二
次
農
地
が
厳
汎
に
展
開
せ
ず
、
市
宵

民
制
が
形
成
過
程
に
あ
る
所
に
そ
の
理
由
を
求
め
る
如
く
で
あ
る
。

次
に
、
前
後
漢
交
替
期
に
お
け
る
諸
叛
鋭
の
考
察
が
行
な
わ
れ
る
。
著
者
は

こ
の
時
期
の
赤
眉
の
観
に
関
す
る
先
行
研
究
を
批
剣
し
な
が
ら
、
雨
漢
交
替
期

の
諸
叛
胤
の
性
格
の
相
違
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
農
民
叛
飢
と
豪
族
叛
飢
の
二
つ

に
類
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
叛
飢
集
闘
の
性
格
、

構
造
、
機
能
の
相
違
は
、
二
つ
の
集
闘
の
基
礎
に
あ
る
生
産
関
係
の
相
違
、
従

っ
て
そ
の
矛
盾
の
激
化
の
相
違
に
由
る
と
す
る
。
こ
の
時
期
の
農
民
叛
蹴
は
漢

末
か
ら
王
葬
時
代
に
か
け
て
の
治
水
水
利
機
構
の
荒
廃
に
よ
っ
て
餓
死
か
流
亡

か
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た
第
二
次
農
地
農
民
が
、
生
産
組
織
の
恢
復
を
願
い
、

「
強
力
で
善
良
な
デ
ス
ポ
ッ
ト
の
出
現
」
即
ち
王
芥
政
権
を
否
定
し
、
劉
氏
に

よ
る
漢
位
制
の
復
興
を
希
求
す
る
所
に
そ
の
共
通
題
目
を
有
し
た
。
他
方
、
豪

族
叛
飢
は
第
一
次
農
地
の
設
淫
し
た
山
開
河
谷
な
ど
に
愛
生
し
、
在
地
の
生
産

集
闘
を
郡
鯨
制
的
に
支
配
し
な
が
ら
自
立
を
闘
ろ
う
と
し
た
集
闘
で
あ
る
。
以

上
の
雨
漢
交
替
期
の
諸
叛
飢
に
関
す
る
著
者
の
把
握
の
論
誼
が
、
第
二
章
で
諸

多
の
農
民
叛
慌
を
、
第
三
章
で
家
族
叛
蹴
(
隣
嵩
と
公
孫
述
)
を
、
更
に
第
四

章
で
は
、
二
つ
の
集
園
の
関
係
を
見
る
た
め
に
劉
氏
の
直
系
で
あ
っ
た
劉
永
の

集
闘
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
開
過
程
を
可
能
な
限
り
克
明
に
叙
述
し
、

各
集
園
の
性
格
や
機
能
を
考
察
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
。
各
叛
乱
に
つ
い

て
の
叙
述
の
要
約
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
時
期
の
諸
叛
凱
の
考
察
の
う
ち
、
著

者
が
至
る
所
で
指
摘
し
て
い
る
の
は
、

二
つ

の
集
園
の
性
格
の
相
違
で
あ
る
。

農
民
叛
飢
集
闘
の
特
徴
は
、
地
域
の
生
産
集
固
と
し
て
そ
の
地
域
を
支
配
す
る

政
治
集
闘
で
は
な
く
、
流
動
し
な
が
ら
冠
掠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
集
闘
を

維
持
す
る
、
第
二
次
農
地
か
ら
流
亡
し
た
農
民
に
よ
る
集
固
で
あ
る
と
い
う
性

格
を
も
つ
の
に
射
し
、
豪
族
叛
乱
集
闘
は
時
の
政
権
に
叛
旗
を
ひ
る
が
え
し
自

立
を
志
向
し
た
集
闘
で
、
そ
の
基
本
構
造
は
中
央
政
権
と
異
な
ら
ず
、
郡
懸
の

生
産
集
幽
を
政
治
的
に
支
配
し
、
税
役
収
入
に
よ
っ
て
集
闘
を
維
持
す
る
在
地

性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
論
的
に
は
裁
然
と
匿
別
で
き
る
が
、

個
別
具
鐙
的
に
は
各
々
の
叛
胤
集
闘
は
典
型
的
な
も
の
か
ら
中
間
型
の
も
の
ま

で
様
々
な
表
わ
れ
方
を
す
る
と
い
う
。

最
後
の
第
五
章
で
は
、
ま
ず
黄
巾
叛
飢
は
斉
民
制
の
矛
盾
を
基
礎
傑
件
と
し

て
設
生
し
た
も
の
で
、
そ
の
黙
赤
眉
の
叛
飢
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
典
型
的

古
代
的
農
民
叛
鋭
で
あ
る
こ
と
を
結
論
的
に
述
べ
る
。
そ
し
て
黄
巾
叛
慨
を
中

卒
元
年
の
張
角
の
死
を
境
に
し
て
前
期
と
後
期
に
分
け
、
前
期
資
巾
は
張
角
を

指
導
者
と
す
る
整
然
と
組
織
さ
れ
た
太
卒
道
信
仰
集
闘
の
組
織
的
主
値
的
叛
飢

で
あ
っ
た
の
に
針
し
、
後
期
糞
巾
は
必
ら
ず
し
も
太
卒
道
信
仰
と
は
関
係
な

く
、
第
二
次
農
地
の
恢
復
が
成
ら
な
い
た
め
に
績
々
と
叢
生
す
る
流
亡
農
民
に

よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
、
単
に
責
巾
を
稽
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
他
の

一
般
の
農
民
奴
飢
と
異
な
ら
な
い
と
し
、
黒
山
白
波
の
賊
、
南
陽
・
三
輔
な
ど

の
第
二
次
農
地
か
ら
盆
州
に
流
入
し
た
農
民
を
包
節
し
て
形
成
さ
れ
た
五
斗
米

集
圏
、
そ
の
他
の
諸
叛
飢
の
展
開
過
程
を
跡

e

つ
け
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
第
二

次
農
地
の
蹴
墳
に
伴
う
流
亡
農
民
に
よ
る
農
民
叛
観
集
圃
で
あ
っ
た
と
す
る
。

さ
ら
に
、
諸
叛
飢
集
園
の
性
格
と
機
能
に
つ
い
て
ふ
れ
、
太
卒
道
、
五
斗
米
道
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の
入
信
者
逮
は
、
第
二
次
農
地
の
崩
壊
に
よ
っ
て
肉
鐙
的
に
も
精
神
的
に
も
窮

迫
し
た
流
亡
農
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
、
叉
、
太
卒
道
集
闘
が

五
行
相
生
設
に
も
と
づ
く
革
命
の
理
論
を
、
五
斗
米
集
闘
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
建
設

の
理
念
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
他
の
時
期
の
農
民
・
豪
族
叛
観

集
園
の
目
標
と
異
な
り
、
専
制
的
郡
勝
制
的
支
配
僅
制
そ
の
も
の
を
嬰
革
し
よ

う
と
し
た
黙
で
中
園
史
上
注
目
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
最
後
に
、
農
民
叛
飢
の

慮
置
に
つ
い
て
、
曹
操
の
屯
田
水
利
の
政
策
に
ふ
れ
、
農
民
叛
徹
夜
生
の
悪
循

環
(
第
二
次
農
地
の
崩
壕
↓
流
亡
農
民
の
愛
生
↓
第
一
次
農
地
へ
の
流
入
↓
第

一
次
農
地
の
人
口
増
大
・
食
糧
不
足
↓
第
一
次
・
第
二
次
農
地
農
民
の
他
地
域

へ
の
流
亡
)
を
断
ち
切
る
板
本
的
施
策
と
し
て
意
味
，つ
け
て
い
る
。

以
上
が
本
書
の
大
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
紹
介
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

本
書
第
二
篇
に
枚
め
ら
れ
た
諸
論
稿
は
、
著
者
の
「
中
園
古
代
社
舎
に
関
す
る

基
礎
理
論
を
補
強
し
、
詮
明
せ
ん
が
た
め
」
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち

専
制
園
家
と
小
農
民
が
第
二
次
農
地
を
媒
介
に
し
て
斉
民
制
と
い
う
基
本
的
階

級
関
係
を
構
成
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
旗
門
民
制
の
矛
盾
が
農
民
叛
鋭
に
も
っ
と

も
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
筈
で
あ
る
と
い
う
預
測
の
上
に
立
っ
て
著
者
は
、
秦
末
か

ら
後
漢
末
ま
で
の
諸
々
の
農
民
・
豪
族
叛
観
集
圏
の
成
立
、
展
開
、
構
造
、
性

格
、
機
能
の
諸
側
面
を
可
能
な
限
り
の
史
料
を
駆
使
し
て
追
究
し
、
第
二
次
農

地
論
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
整
理
解
緯
し
て
、
種
々
の
黙
で
斬
新
な
手
法
や
見
解

を
提
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
集
闘
が
農
民
叛
観
集
闘
で
あ
っ
た
か
否
か

の
剣
定
は
、
指
導
者
の
出
自
の
み
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
集
園
の
行
動
が

所
在
窟
掠
的
で
あ
る
か
ど
う
か
に
も
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
そ
の
集
園
田
技
生
地
域

の
農
地
の
性
格
に
よ
っ
て
根
嬢
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
爾
漢
交
替
期
に
お
け

る
農
民
叛
飢
集
固
と
豪
族
叛
鋭
集
固
と
の
類
別
の
必
要
の
指
摘
は
貴
重
で
あ

り
、
そ
の
類
別
の
手
法
に
著
者
の
第
二
次
農
地
論
が
遺
憾
な
く
褒
律
さ
れ
て
い

て
説
得
的
で
あ
る
。
更
始
政
権
の
崩
壊
の
理
由
を
、
南
陽
劉
氏
中
心
の
豪
族
叛

鋭
集
闘
と
連
合
し
た
緑
林
集
圏
が
窟
掠
に
よ
っ
て
集
園
を
維
持
す
る
農
民
叛
飢

集
闘
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
指
導
権
を
渠
帥
に
握
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
郡
豚
制

的
支
配
鎧
制
を
確
立
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
た
り
、
劉
氏
の
直
系
た
る
劉

永
集
闘
が
中
央
政
権
を
樹
立
で
き
な
か
っ
た
主
要
な
理
由
を
、
劉
永
が
接
っ
た

梁
園
が
第
一
次
農
地
と
第
二
次
農
地
の
交
錯
し
た
地
域
に
位
置
し
た
た
め
、
第

二
衣
農
地
か
ら
の
流
亡
農
民
に
よ
っ
て
第

一
次
農
地
も
害
を
被
り
相
互
に
分
断

さ
れ
て
一
国
的
な
郡
豚
制
的
支
配
健
制
が
と
れ
な
か
っ
た
黙
に
求
め
て
い
る
こ

と
な
ど
は
、
そ
う
し
た
手
法
に
よ
る
著
者
濁
自
の
見
解
で
あ
る
。
赤
眉
集
幽
の

更
始
政
権
へ
の
降
伏
、
一
鶴
し
て
更
始
政
権
打
倒
の
一
見
不
可
解
な
行
動
も
、

第
二
次
農
地
の
恢
復
と
い
う
貼
か
ら
設
明
さ
れ
る
と
そ
の
限
り
で
甚
だ
納
得
が

い
く
。
叉
、
秦
末
、
商
漢
交
替
期
、
後
漢
末
の
各
時
期
の
農
民
叛
蹴
集
固
と
し

て
共
通
性
を
も
っ
陳
勝
、
赤
眉
、
黄
巾
の
各
集
園
の
異
な
っ
た
性
格
や
機
能

が
、
前
後
漢
を
通
じ
て
展
開
し
た
第
二
次
農
地
と
そ
の
上
に
構
成
さ
れ
た
湾
民

制
の
成
立
、
展
開
に
照
懸
さ
せ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
熱
に
も
、
著
者
の
基
礎
理

論
と
農
民
叛
鋭
を
関
係
づ
け
て
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ

て
い
て
、
本
書
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
古
代
に
お
け
る
諸
叛
飢
の
全
腫
的
構
園
や
性
格
な
ど

を
き
わ
め
て
明
確
に
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
議
み
進
む
に
つ
れ
て
疑

問
を
感
ず
る
黙
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
陳
勝
集
幽
の
分
析
に
際

し
、
陳
勝
配
下
の
諸
勝
二
二
名
が
大
津
郷
に
お
け
る
九

O-O人
中
に
含
ま
れ
て

い
た
と
す
る
論
護
の
仕
方
に
や
や
強
引
な
と
こ
ろ
が
あ
る
黙
、
隣
諸
集
閣
の
諸

将
の
出
身
地
の
農
地
の
性
格
か
ら
そ
の
政
治
的
志
向
(
光
武
政
権
に
敵
劃
し
た

か
否
か
〉
を
導
き
出
す
方
法
が
短
絡
的
な
感
が
す
る
勲
、
叉
、
豪
族
叛
凱
の
基

礎
に
は
第
一
次
農
地
の
生
産
関
係
の
矛
盾
が
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
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う
な
矛
盾
で
、
坂
飢
と
ど
う
関
わ
る
の
か
、
目
穴
住
的
な
論
詮
過
程
か
ら
も
理
解

し
か
ね
た
こ
と
な
ど
、
個
々
の
黙
で
他
に
も
い
く
つ
か
感
じ
ら
れ
た
が
、
本
奮

を
通
讃
し
な
が
ら
感
じ
た
最
も
大
き
な
疑
問
は
、
一
種
叛
乱
と
は
何
に
叫
到
す
る

叛
飢
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
そ
れ
で
あ
る
。
農
民
、
豪
族
叛
飢
雌
見
方
に
感
じ

た
疑
問
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

農
民
叛
乱
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
こ
と
に
す

る。
著
者
に
よ
れ
ば
、
良
民
叛
鋭
部
技
生
の
主
要
因
は
王
朝
末
期
の
政
治
の
旗
康
に

よ
る
第
二
次
農
地
の
崩
壊
、

生
産
組
織
の
破
壊
に
あ
る
。
別
の
表
現
で
は
「
農

民
叛
飢
の
基
礎
に
は
第
二
次
農
地
の
園
家
的
生
産
関
係
」
の

「
矛
盾
の
激
化
」

が
あ
る
、
と
す
る
。
こ
の
「
図
家
的
生
産
関
係
」
は
他
な
ら
ぬ
費
民
制
の
謂
で

あ
る
か
ら
、

〈
車
問
民
制
の
矛
盾
の
激
化
〉
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
と

す
る
と
第
二
次
農
地
の
尉
披
が
費
民
制
の
矛
盾
の
激
化
を
ひ
き
お
こ
し、

叛
飢

を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
論
理
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
膏
民
制
の
基
礎
矛
盾
は
他
の

個
所
で
は
民
団
所
有
の
不
均
等
化
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
第
二
夫
農
地
の
尉
援

と
民
田
所
有
の
不
均
等
化
が
ど
う
つ
な
が
る
の
か
剣
然
と
し
な
い
。
た
し
か
に

農
民
叛
飢
が
第
二
次
農
地
の
崩
緩
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、

費
民
制
の
矛
盾
と
坂
飢
と
の
関
係
が
す
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
す

で
に
尾
形
勇
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

旗
門
民
制
の
基
礎
矛
盾
の

捉
え
方
に
問
題
が
あ
る

l
lつ
ま
り
そ
れ
を
力
役
・
兵
役
・
銭
納
税
制
と
い
う

農
民
の
負
掘
、
重
墜
を
生
み
出
す
支
配
関
係
そ
の
も
の
に
求
め
る
と
と
も
可

能
で
あ
る
|
|
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く、

一例
漢
交
替
期
の
農

民
叛
飢
の
叛
飢
封
象
と
の
関
連
で
言
え
ば
、

叛
組
農
民
は
第
二
次
農
地
の
恢
復

を
求
め
て
行
動
を
起
こ
し
た
と
設
か
れ
、
彼
ら
の
叛
凱
は
、
著
者
も
言
う
よ
う

に
、
据
円
民
制
を
何
ら
否
定
し
よ
う
と
し
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
叛
凱
針

象
が
非
常
に
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
う
。
園
家
権
力
H
王
葬
政
権
の
打
倒
に
そ

の
叛
蹴
が
向
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
し
か
し
王
葬
が
倒
れ
、
更
始
政
権
が
鼠

壊
し
て
も
叛
飢
は
終
息
し
な
い
。
光
武
政
権
に
封
し
で
も
結
果
的
に
は
屈
服
す

る
が
敵
射
的
で
あ
っ
た
。
赤
眉
の
行
動
を
見
て
み
る
と
確
か
に
著
者
の
理
解
に

首
肯
せ
ざ
る
を
得
な
い
側
面
も
あ
る
が
、
後
漢
末
黄
巾
の
叛
乱
は
、
著
者
自
身

「
既
存
の
支
配
鐙
制
を
破
媛
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
」
と
す
る
よ
う
に
、

叛
飢
の
封
象
が
費
民
制
的
支
配
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
雨
渓
交
替
期
の
叛
飢
に
も
後
漢
末
と
同
様
な
叛
飢
農
民

の
志
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
著
者
は
赤
眉
の
叛
蹴

に
つ
い
て
、
「
嘗
時
の
生
産
カ
の
段
階
で
、
第
二
次
農
地
の
開
設
維
持
か
、
中

央
集
権
的
な
専
制
権
力
を
必
須
と
す
る
以
上
、
た
と
え
そ
の
叛
飢
が
園
家
権
力

に
向
っ
て
い
た
と
は
い
っ
て
も
、
専
制
捜
制
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
こ
の
指
摘
は
し
か
し
な
が
ら
結
果
の
読
切

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
農
民
叛
乱
の
目
標
が
第
二
次
農
地
の
恢
復
に
の
み
あ

っ
て
湾
民
制
支
配
の
打
倒
と
は
無
線
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
は
律
然
と
し
な
い

も
の
が
残
る
。
叉
、
農
民
叛
飢
と
、
漢
代
を
マ過
し
て
成
長
す
る
豪
族
に
よ
る
郷

里
支
配
が
ど
う
か
か
わ
る
の
か
と
い
う
問
題
も
感
じ
た
疑
問
の
一
つ
で
あ
る
。

本
書
で
は
農
民
叛
飢
の
要
因
を
「
大
土
地
所
有
者
の
地
主
的
搾
取
」
に
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
著
者
の
考
え
る
典
型
的
な

古
代
農
民
と
は
、
専
制
園
家
に
よ
っ
て
百
畝
の
田
を
分
田
さ
れ
徒
民
さ
れ
た
第

二
次
農
地
の
農
民
で
あ
り
、
大
土
地
所
有
者
と
い
え
ど
も
第
二
次
農
地
で
は
園

家
権
力
に
依
存
し
て
い
る
以
上
、
大
土
地
所
有
に
よ
る
持
取
が
叛
飢
の
基
礎
燦

件
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
次
農
地
の
(
と
い
う
こ
と
は
第

二
次
農
地
で
も
)
土
豪
的
生
産
関
係
が
完
成
し
て
い
な
い
雨
漢
交
替
期
は
ま
だ

し
も
、
後
漢
末
の
諸
叛
凱
が
豪
族
支
配
の
陸
制
と
全
く
関
わ
り
が
な
く
、
叛
飢

集
圏
が
そ
れ
を
攻
撃
の
封
象
と
し
て
い
な
い
と
は
考
え
に
く
く
、
頴
川
、
汝
南

-154ー
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な
ど
豪
族
の
族
生
す
る
地
域
に
責
巾
が
生
起
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
流
亡
農
民
に

よ
る
叛
飢
で
あ
る
と
は
本
書
で
透
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
第
二

次
農
地
に
お
け
る
大
土
地
所
有
の
展
開
、
小
農
民
搾
取
の
問
題
と
合
わ
せ
て
も

う
少
し
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
何
に
削
到
す
る
叛
飢
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
、
更
に
考
え
て
い

く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
叛
観
集
圏
が
叛
飢
封
象
に
向
け
て
何
を
、
つ
ま
り
ど
の
よ

う
な
祉
曾
、
人
関
関
係
の
在
り
方
、
そ
れ
は
世
界
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ

う
が
、
封
置
し
た
か
と
い
う
問
題
に
連
な
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
云
々
す
る
の
は
本
書
の
紹
介
と
し
て
は
見
嘗
は
ず
れ
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
が
、

赤
肩
、
黄
巾
、
五
斗
米
各
集
固
に
共
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
は
、
本
書
の
叙
述
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、
共
同
性
、
卒
等
性
へ
の
希
求

が
強
く
存
す
る
熟
で
あ
る
。
叛
説
集
固
に
見
ら
れ
る
共
同
性
、
卒
等
性
へ
の
希

求
は
、
坂
飢
農
民
が
叛
枇
封
象
に
劉
置
し
た
世
界
の
一
端
を
垣
間
見
さ
せ
て
い

て
、
資
巾
叛
飢
に
つ
い
て
は
川
勝
義
雄
「
漢
末
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
」
な
ど

い
く
つ
か
の
業
績
が
す
で
に
あ
る
が
、

今
後
こ
う
し
た
観
黙
か
ら
の
叛
飢
史
研

究
も
一
層
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
農
民
生
活
の
貧
態
や
意
識

世
界
の
検
討
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
著
者
は

赤
眉
、
公
孫
述
、
糞
巾
そ
れ
ぞ
れ
の
集
圏
が
自
ら
の
正
統
性
や
目
標
を
承
認
さ

せ
た
り
表
現
す
る
た
め
に
掲
げ
た
五
行
設
に
も
と
づ
く
革
命
理
論
に
ふ
れ
て
い

て
興
味
深
い
。
赤
眉
、
責
巾
の
赤
、
責
が
何
を
表
現
し
て
い
る
の
か
未
だ
定
設

の
如
き
も
の
は
な
い
が
、
著
者
の
五
行
設
に
よ
る
解
揮
は
先
闘
争
の
見
解
を
取
り

入
れ
て
い
て
有
力
な
も
の
で
あ
る
。

要
は
、
本
書
に
明
示
さ
れ
た
如
き
諸
叛
飢
生
起
の
自
然
的
社
曾
的
諮
僚
件
と
、

そ
れ
と
関
わ
り
な
が
ら
生
き
、
歴
史
を
展
開
さ
せ
た
人
間
違
の
俊
信
用
と
に
よ
っ

て
織
り
な
さ
れ
た
複
雑
な
歴
史
的
世
界
の
様
相
を
全
一
的
に
捉
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
嘗
然
す
ぎ
る
が
困
難
な
課
題
の
よ
り
一
層
の
追
求
が
後
に
残

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

秦
末
か
ら
後
漢
末
に
至
る
複
雑
な
各
集
闘
の
動
向
、
展
開
を
史
料
を
博
獲

し
、
著
者
自
身
の
理
論
に
よ
っ
て
整
理
し
奇
媒
づ
け
た
本
書
は
、
今
後
こ
の
分

野
の
研
究
に
紋
く
こ
と
の
で
き
な
い
成
果
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
古
代
湾
民
制

の
最
後
の
段
階
た
る
惰
唐
期
、
そ
し
て
そ
れ
が
地
主
佃
戸
制
に
轄
換
す
る
唐
末

ま
で
に
生
起
し
た
諸
叛
凱
の
考
察
を
、
今
や
著
者
に
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
を
非
常
に
残
念
に
思
う
。
末
尾
な
が
ら
、
著
者
の
御
冥
一
臓
を
心
か
ら
祈
る
と

と
も
に
、
か
か
る
貴
重
な
業
績
を
一
本
に
編
纂
し
て
後
撃
の
研
究
の
便
に
供
さ

れ
た
編
者
三
氏
の
御
苦
努
に
謝
意
を
表
し
て
、
こ
の
雑
駁
な
る
紹
介
を
終
え
た

い

と

思

う

。

(

東

耳

百
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『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
関
史
」
は
、
完
結
す
れ
ば
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
皐
の
J
-

K
・
フ
ェ
ア
パ
ン
ク
教
授
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
皐
の
ト
ゥ
イ
チ
ェ
ッ
ト
数
授
の

英
米
共
同
編
集
に
よ
る
全
十
五
冊
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
こ
の

第
十
巻
が
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
事
は
、
決
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
何

故
な
ら
、
欧
米
の
皐
界
は
従
来
十
九
世
紀
史
1

西
洋
が
ア
ジ
ア
を
「
開
園
」
さ


